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　　　　　これは滝山街道沿いから北東方向に滝山城跡のある「都立　滝山公園」の丘陵を見たところ



　　専用の駐車場も設けられている



　　　　　ここから天野坂を登り、三の丸跡方面へ進もう



　　　　　説明坂が立っている





現在地→三の丸跡→千畳敷跡→二の丸跡→中の丸跡→本丸跡→信濃屋敷跡→刑部屋敷跡→小宮曲輪跡→山の神曲輪跡と
進んでみよう



　この案内板の横に置いてあるパンフレット









　　　　　　さて、ここから登っていく/車両は通行禁止



　　　　　ここは天野坂でこのルートが大手道のようだ



　左右に折れながら登っていく/右上に小さな神社があった



　　　こんな具合/このエリアも腰曲輪跡の一つのようだ



　　そこから右手を見たところ/このエリアの先が三の丸跡



　　　　　　さて、左下に堀跡が見えてくる/左手は小宮曲輪跡で、この堀跡はそれを取り巻いている



　　　　　堀底に降りて見たところ/左手は小宮曲輪跡



　　　これは振り返って見たところ/右手に廻り込んでいる



　その先もこんな感じ/この堀跡は山の神曲輪跡へ行った帰りにもう一度見てみよう



　さて、左手に説明坂がある/左下は今の堀跡/右手前方のマウンドの上が三の丸跡









　　　説明坂の辺りから先程の堀跡を見返したところ/右手が小宮曲輪跡/堀跡はここで終わっている



　正面のマウンドの上が三の丸跡でその手前に堀跡がある



　　これがその三の丸跡を取り巻く堀跡/左手が三の丸跡/右手が先程の神社のあった腰曲輪跡のエリア



　　この先は三の丸跡を取り巻くように左手に折れている



　　　折れた先はこんな具合/左手が三の丸跡/この先は三の丸跡へ行った時に、もう一度見てみよう



　　　さて、前方は小宮曲輪跡の枡形虎口跡があるところ



　　説明坂がある/左手が枡形虎口跡









　　　　　　正面が枡形虎口跡



　　　　　　ここが小宮曲輪跡/進入禁止となっている



　　　　　　その先はこんな感じ



左下には最初に見た小宮曲輪跡を取り巻く堀跡があるようだ



　　　　右手を進んでいくと山の神曲輪跡へと続く/この先は後程行ってみよう



　　　　　　さて、大手道へ戻り、三の丸跡へと進もう



　　正面のマウンドの上は三の丸跡



　　説明坂がある/この先が「コの字型土橋（4回折り土橋）跡」



　　　　これは土橋を挟む堀跡/手前右手に延びている









　　手前右手に延びている堀跡を見たところ/右手は三の丸跡/左手もそのエリア



　　　堀跡の先はこんな具合で延びている



　　　土橋を渡ってから見た堀跡



ここが三の丸跡



　　　　　三の丸跡から今見た堀跡を見下ろしたところ



　　その右手はこんな具合/この堀跡は三の丸跡を取り巻く堀跡へと繋がっている



　　それでは三の丸跡を取り巻くこの堀底に下りて見よう



　　これがその堀底から三の丸跡と堀跡を見上げたところ



　　　　さて、ここで三の丸跡を取り巻く堀跡を二の丸跡方向へと進んでみよう



　　右、左へと折れながら続いている



　　　　　　前方が開けてきた



　　　　　この先は私有地の耕作地となっているようだ



左手を見上げると二の丸跡への侵入を防御する「千畳敷角馬出」のある辺りが見える



　さて、三の丸跡に戻って、これは南西側から北東方向（二の丸跡方向）に見たところ



　　　　これは振り返って三の丸跡を取り巻く南西側の堀跡を見下ろしたところ



　　そしてその右手を見たところ/前方が小宮曲輪の枡形虎口跡があったエリア



　さて、大手道へ戻って更に二の丸跡方向へ進む/正面のマウンドの上は千畳敷跡



　　　左手を見ると千畳敷跡への枡形虎口跡が見える



　　　　　　アップで見たところ



ここは「コの字型土橋（4回折り土橋）跡」



　　さて、「コの字型土橋（4回折り土橋）跡」を抜けてくると、左手が千畳敷跡/右手は三の丸跡のエリア



　　正面は右手の三の丸跡のエリア



　　こんな感じ



　　　　こちらは左手の千畳敷跡



　　　　　　　東側から西方向に見たところ



　そこから右手を見ると説明坂がある









「千畳敷角馬出」は二の丸跡への侵入を防御する三ヶ所の馬出の一つである



　　　　前方が「千畳敷角馬出」



　ここから右手に堀跡を廻り込んでいく



　　こんな具合



　　これは右手の堀跡を見たところ/その右手が千畳敷跡



　　　「千畳敷角馬出」を抜けてから振り返って見たところ



　これは堀跡を先程と反対側から見たところ/左手が千畳敷跡



　　さて、これは千畳敷跡を西側から東方向に見たところ



　　　その左手を見ると説明坂がある/正面は北西方向









　見下ろすと直下の腰曲輪跡が見える



　　左手を見ると枡形虎口跡のようだ



　そこを進むと右手に先程の千畳敷跡直下の腰曲輪跡がある



　　　　　その腰曲輪跡から北西方向下を見るともう一段、腰曲輪跡が見える



　　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　　右手を見たところ



　　　　　更に北西方向下をアップで見たところ/この辺りが弁天池跡のようだ



　　　　　さて、先程の枡形虎口跡を左手に折れていく



　　　　　　ここから下がっていく



　　　　　向こうは三の丸跡方向



振り返って見上げたところ/ここは大手道から見えた千畳敷跡への枡形虎口跡である



　　　　　　その左手を見ると斜面を急激に下っている



これが弁天池跡へ落ちる竪堀のようだ



落ち切った辺り



　　　ここが弁天池跡であろうか



　　　大手道まで戻ることにしよう/竪堀を見上げたところ



　　　　さて、これは大手道で「千畳敷角馬出」とは反対側（右手）を見たところ



　　敵兵が大手道を進んできて二の丸跡へ攻め込むには、「千畳敷角馬出」へ進む以外にこの城道から攻め込むルートがある



　　　　　　　右手を見たところ



　その右下を見たところ/前方奥の右手に三の丸跡を取り巻く堀跡が延びてきている



　　　　　　左手を見たところ/堀跡の左手は二の丸跡



敵兵はここを進むと二の丸跡からは丸見えで、城塁上からの攻撃を受けることになる



　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　更に前方へ行くと、二の丸跡へのもう一つの「角馬出」（左手）や「大馬出」（右手）があり、二の丸跡の防御を固めている



　これはもう一つの「角馬出」辺りから振り返って見たところ/堀跡の右手が二の丸跡



　　　　もう一つの「角馬出」は後ほど見るとして一旦、大手道へ戻ることとする



　　　正面の上が「千畳敷角馬出」



　　　　　　さて、大手道へ戻り「千畳敷角馬出」を抜けて二の丸跡方向へ進むことにする/手前の堀跡の向こうが二の丸跡



　右手を見たところ/今見てきたエリア



　　　城道を二の丸跡方向に進む



　　　　　　　突き当たりに出た



　左手を見たところ/こちらに進むと中の丸跡、本丸跡に至る



　右手を見たところ/こちらに進むと信濃屋敷跡方面に至る/この両サイドは二の丸跡



振り返って今来た方向を見たところ/正面から左手の平場は二の丸跡/手前の城道は信濃屋敷跡方面（左手）に向かう道/東側から
西方向を見たところ



　　　　　二の丸跡/一段上がっているのは仕切り土塁



　　　　　　これは仕切り土塁の向こう側を見たところ



　これは仕切り土塁を横から見たところ



　信濃屋敷跡方面（右手）に向かう城道の向こう側の二の丸跡のエリアを見たところ



　　　　　　そのエリアを北側から南方向に見たところ/右手の城道を進むと信濃屋敷跡方面に至る



　　　　反対にそのエリアを南側から北方向に見たところ



　　　　　これは仕切り土塁のあった二の丸跡を東側から西方向に見たところ



　これは二の丸跡の西側先端から二の丸跡を取り巻く堀跡や千畳敷跡を見たところ



　　　振り返って二の丸跡を西側から東方向に見たところ



　右手を見ると土塁状の高まりがある



　　　その向こう側は先に見た二の丸跡を取り巻く堀跡



　　こんな具合



　さて、信濃屋敷跡方面へ進んでみよう



　　　ここは土橋で両サイドは堀跡/正面前方の平場は「東馬出」/ここから先が「喰違い虎口跡」である



　　　　左手を見たところ/二の丸跡（左手）と「東馬出」（右手）とを仕切る堀跡



　　　　右手を見たところ/「東馬出」（左手）と二の丸跡（右手）とを仕切る堀跡



　ここが「東馬出」/信濃屋敷方面から二の丸跡への侵入を防御する平場/北西側から南東方向を見たところ



　　　　振り返って見たところ/堀跡の向こうは二の丸跡



　　北東側の堀跡を見下ろしたところ



　　　　　　「東馬出」を南側から北方向に見たところ



　　　さて、更に進むとまた土橋がある/両サイドは堀跡/前方を左手に曲がると信濃屋敷方面に至る



　　　左手の堀跡を見たところ/その左手は「東馬出」/右手前方は信濃屋敷跡



これはその左手の「東馬出」とそれを取り巻く堀跡を見たところ



右手（信濃屋敷跡とは反対方向）に曲がるとそこは「行き止まりの曲輪」で説明坂がある/信濃屋敷跡方面へは後程行くことにする















　　右手の部分が「屏風折り」/この先に「大馬出」がある



　　　　　　左手を見たところ/堀跡の右手が「大馬出」



　　　　少しこの先に行ってみよう



　　　　　　そこで左手の窪地を見たところ/この前方辺りが大池跡であろうか



　　　　振り返って見たところ/堀跡の左手は「大馬出」



　　　さて、ここが「大馬出」/北側から南方向を見たところ



　　　　　　これは「大馬出」南側の土塁を見たところ



そこから振り返って北方向を見たところ



　　　　　「大馬出」の北側に説明坂がある/左前方には二の丸跡へのもう一つの「角馬出」が見える









　　　　　　正面が二の丸跡へのもう一つの「角馬出」



　　　　　そこから少し左手を見たところ/堀跡を挟んで右手がもう一つの「角馬出」、左手が「大馬出」



　　　更に少し左手を見たところ/これが「大馬出」の切岸



　　　さて、この土橋を渡ってもう一つの「角馬出」へ進もう



　　ここが土橋



右手に進むと二の丸跡への土橋を渡る



　　　まっすぐ下ると先に見た「千畳敷角馬出」への城道



　　　　　　二の丸跡への土橋から左手を見たところ



　　　　　同じく右手を見たところ



　　　これは二の丸跡への土橋から振り返ってもう一つの「角馬出」を見たところ



　　ここは二の丸跡への枡形虎口跡



　　枡形虎口跡を抜けると二の丸跡



　　これは二の丸跡から今通って来た土橋（左手）、もう一つの「角馬出」（中央）、「千畳敷角馬出」への城道（右手）を見たところ



　さて、いよいよ二の丸跡から中の丸跡、本丸跡方面に進もう



　説明坂がある









　　右手が中の丸跡で手前に堀跡がある/左手は腰曲輪跡



　　左手の腰曲輪跡を見たところ



　　更に左手を見たところ/かなり広い



　右手の堀跡を見たところ/左手が中の丸跡、右手は二の丸跡



　　　　　　堀底を進んでみる



　　　　　　その先はこのように更に深い堀跡となって中の丸跡（左手）、二の丸跡（右手）を取り巻くように廻り込んでいる



　これは右手の二の丸跡を取り巻いて延びる堀跡を見たところ



　　　　これは振り返って堀跡を見たところ/左手が二の丸跡、右手は中の丸跡



　　　　　　左手の二の丸跡の切岸を見上げたところ



　　　　　　右手の中の丸跡の切岸を見上げたところ


